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名古屋市観光客・宿泊客動向調査（平成２２年度） 

１．観光統計について 

（１）調査の目的と全国観光統計基準の採用 

①調査の目的 
 名古屋市内の主要な観光施設等の入込状況及び宿泊施設の概要、宿泊客数の把握並びに名古屋

市を訪れる観光客の目的や特性等を調査し、名古屋市の観光行政の基礎資料とすることを目的と

する。 
②全国観光統計基準の採用 
名古屋市では、交流人口の核をなす観光入込客数の把握の精度を高め、観光施策の企画立案に

必要な基礎データを整備するため、愛・地球博開催を契機に平成 17 年度より、全国観光統計基
準に準拠し、行・祭事、イベント、スポーツ、音楽・演劇等の都市観光を中心とする新たな観光

地点を調査に加えた。平成 22年度については、全国観光統計基準に適合する 85地点の観光入込
客数を把握した。 

（２）入込客数 
①観光入込客延べ人数 
観光関連施設や行・祭事、イベント実施団体からの入込客数の回答により、観光入込客延べ人

数を算出した。平成 22 年度の名古屋市内の観光入込客延べ人数は約 5,366 万人であり、平成 21
年度と比較して約 95万人減少（対前年度比率 98.3％）した。 
平成 22年度は、｢名古屋開府 400年｣、｢あいちトリエンナーレ 2010」などの関連行・祭事で入

込客数増加に影響したと思われる観光地点もあるが、スポーツ・レクリエーション施設（64万人
減）とイベント（38万人減）の入込客数減少が大きい。主な減少理由として、屋外施設において
は夏の記録的な猛暑と秋の厳しい残暑、冬から春にかけては気温の寒暖差が大きかったことなど

の天候不順による影響が考えられる。また、東日本大震災の影響により、3月開催の｢旅まつり名
古屋」や｢名古屋国際女子マラソン」などの行・祭事が中止になったことなどがある。 

 
表1-1-1 観光地点の分類別入込客数の推移 

（上段（ ）内：調査地点数、下段：入込客延べ人数） 

全国観光統計基準に基づく分類 

大分類 中分類 
平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 

自然     

文化・歴史 （25） 
21,075,363 

（25） 
20,510,622 

（25） 
21,251,645 

（25） 
21,187,666 

学ぶ（見る・

体験する） 
産業観光 （6） 

1,917,028 
（5） 

1,615,170 
（5） 

1,499,021 
（7） 

1,617,800 
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
施設 

（17） 
12,300,363 

（18） 
11,231,946 

（16） 
11,992,827 

（16） 
11,350,923 

温泉     
遊ぶ（楽し

む・リフレッ

シュする） 買物     

行・祭事 （14） 
7,880,964 

（15） 
7,772,812 

（15） 
7,929,956 

（15） 
7,943,392 触れ合う 

（交流する） イベント （22） 
12,996,629 

（19） 
11,345,439 

（23） 
11,931,312 

（22） 
11,555,221 

計 （84） 
56,170,347 

（82） 
52,475,989 

（84） 
54,604,761 

（85） 
53,655,002 

  注：調査した観光地点数は、年度によって変動します。 
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②観光入込客実人数の推計 
観光客の現状調査の回答により、平均訪問観光地点数を設定し、観光入込客実人数を推計した。

平成 22年度の観光入込客実人数は 3,530万人であり、平成 21年度と比較して 241万人増加（対
前年度比率 107.3％）した。 

 
 

表1-1-2 観光入込客 延べ人数と実人数の推移 

 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 

観光入込客延べ人数（人） 56,170,347  52,475,989  54,604,761  53,655,002 

平均訪問観光地点数 1.70  1.64  1.66  1.52 

観光入込客実人数（万人） 3,304万人  3,200万人  3,289万人  3,530万人 

 
 
 
③居住地別観光入込客数の推計 
観光客の現状調査の回答により、観光入込客の居住地割合を設定し、名古屋市内・市外別の観

光入込客実人数を推計した。 
 

 
表1-1-3 居住地別観光入込客実人数の推計 

 全 体 名古屋市内客 名古屋市外客 

観光入込客の居住地割合 100％  39.8％  60.2％  

観光入込客実人数 3,530万人  1,405万人  2,125万人  

 
 

 
④宿泊客実人数の推計 
宿泊施設の現状調査の回答により、宿泊施設の延べ宿泊客数、宿泊客実人数、宿泊客平均宿泊

日数を推定した。 
 
 

表1-1-4 宿泊施設の宿泊客数 延べ人数と実人数の推移 

 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 

延べ宿泊客数（人） 6,384,202  6,238,020  5,786,316  5,960,567  

宿泊客実人数（人） 4,845,349  4,719,502  4,604,248  4,608,978  

宿泊客平均宿泊日数（日泊） 1.32  1.32  1.26  1.29  
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⑤居住地別宿泊客実人数の推計 
宿泊客の現状調査の回答により、宿泊客の居住地割合を設定し、名古屋市内・市外別の宿泊客

実人数を推計した。 
 
 

表1-1-5 居住地別宿泊客実人数の推計 

 全 体 名古屋市内客 名古屋市外客 

宿泊客の居住地割合 100％   7.2％   92.8％   

宿泊客実人数 461万人  33万人  428万人  

 
 
 
⑥居住地別宿泊客・日帰り客実人数の推移 
観光入込客実人数から宿泊客実人数を差し引いて、日帰り客実人数を推定した。 
観光入込客実人数を居住地別にみると、平成 22年度の名古屋市内客は 1,405万人であり、平成

21年度と比較して 135万人増加した。また、名古屋市外客は 2,125万人であり、前年度と比較し
て 106万人増加した。 
また、平成 22 年度の宿泊客実人数は 461 万人であり、前年度とほぼ同じであった。一方、平

成 22年度の日帰り客実人数は 3,069万人であり、前年度と比較して 240万人増加した。 
 

 

表1-1-6 居住地別宿泊客・日帰り客実人数の推移 

  平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 

観光入込客実人数 計 3,304万人  3,200万人  3,289万人  3,530万人  

 名古屋市内客 1,242万人  1,142万人  1,270万人  1,405万人  

 名古屋市外客 2,062万人  2,058万人  2,019万人  2,125万人  

宿泊客実人数 計 485万人  472万人  460万人  461万人  

 名古屋市内客 38万人  36万人  29万人  33万人  

 名古屋市外客 447万人  436万人  431万人  428万人  

日帰り客実人数 計 2,819万人  2,728万人  2,829万人  3,069万人  

 名古屋市内客 1,204万人  1,106万人  1,241万人  1,372万人  

 名古屋市外客 1,615万人  1,622万人  1,588万人  1,697万人  
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（３）観光消費額 
①観光総消費額の推移 
観光客の現状調査の回答により、観光入込客一人あたりの名古屋市内での消費額を宿泊客と名

古屋市内・市外別日帰り客に設定し、観光総消費額を推計した。平成 22 年度の名古屋市内の観
光総消費額は 2,425億円であり、平成 21年度と比較して 70億円減少している。 
宿泊客の総消費額は 910億円であり、前年度と比較して 80億円減少している。 
日帰り客の総消費額について居住地別にみると、前年度と比較すると、名古屋市内は 41 億円

名古屋市外は 28億円ともに増加している。 
 

 
表1-2-1 観光総消費額の推移（推計値） 

 居住地 平成 21年度 平成 22年度 

宿泊客実人数  460万人  461万人  

日帰り客実人数 名古屋市内客 1,241万人  1,372万人  

 名古屋市外客 1,588万人  1,697万人  

宿泊客一人あたり消費額  21,518円  22,016円  

日帰り客一人あたり消費額 名古屋市内客 3,585円  3,540円  

 名古屋市外客 6,676円  6,411円  

宿泊客総消費額  990億円  1,015億円  

日帰り客総消費額 名古屋市内客 445億円  486億円  

 名古屋市外客 1,060億円  1,088億円  

名古屋市内観光総消費額   2,495億円  2,589億円  
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②観光消費額の内訳の推計 
観光客の現状調査の回答により、観光入込客一人あたりの名古屋市内での各項目別の平均消費

額を宿泊客と名古屋市内・市外別日帰り客に設定し、名古屋市内での旅行費用項目別の消費額を

推計した。 
その他消費額は、総消費額から各項目別の消費額を差し引いた金額である。 
平成 21年度に比べ、交通費は 30億円、宿泊費は 25億円、食事費は 23億円、土産費は 5億円

程度増加している。 
 

 
表1-2-2 観光消費額の内訳の推移 

 平成 21年度 平成 22年度 

食事費消費額 774億円  797億円  

交通費消費額 300億円  330億円  

土産費消費額 571億円  576億円  

宿泊費消費額 455億円  480億円  

その他消費額 395億円  406億円  

総消費額 2,495億円  2,589億円  

 
 

表1-2-3 観光客一人あたりの平均消費額 

 宿泊客 日帰り客 

  名古屋市内客 名古屋市外客 

食事費 7,818円  1,126円  1,668円  

交通費 1,977円  381円  1,102円  

土産費 4,985円  544円  1,594円  

宿泊費 10,418円   

 

 

表1-2-4 旅行費用項目別総消費額の推計 

 宿泊客 日帰り客 観光客計 

  名古屋市内客 名古屋市外客  

食事費総消費額 360億円  154億円  283億円  797億円  

交通費総消費額 91億円  52億円  187億円  330億円  

土産費総消費額 230億円  75億円  271億円  576億円  

宿泊費総消費額 480億円   480億円  

 

 


